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ドライバー需給の予測

改善基準告示改正の影響

供給が14.2％不足 3,300時間

5.6%不足 3,400時間(労使協定により延長可)

 ドライバー不足により、2030年には輸送能力の19.5％が
不足。2024年問題の影響と合わせて、輸送能力の34.1
％（9.4億トン）が不足する可能性。
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出典:NX総研試算



農産品物流が直面している課題

 農林水産省・経済産業省・国土交通省（2017）「農産品物流の改
善・効率化に向けて」（農産品物流対策関係省庁連絡会議中間
とりまとめ）等を参考に作成

・長距離輸送、繁忙期はトラックが確保できない状況が発生。農産物物流はドラ
イバー不足の深刻化等の影響を特に受けやすい特徴があり、特に中・長距離
輸送において、今後運べないという問題が発生する可能性が高い。

・トラックを貸切で輸送できるほどの量がある場合はトラックが確保できても、小
ロットの場合は輸送が困難。輸送ができても物流コストが非常に高くなるという
問題。

・生産地側では荷物がまとまる大消費地の特定の卸売市場にしか出荷しないと
いう状況が加速。出荷先を絞り込み、それ以外の市場においては、別途転送
のための費用がかかるといったことも発生し、大消費地の特定卸売市場以外
における集荷力が弱まる可能性が高い。
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東京都中央卸売市場の野菜の産地からの距
離帯別割合の推移(重量ベース)
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出典:東京都中央卸売市場の統計資料より作成



「我が国の物流の革新に関する関係閣僚会議」について
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2024年問題に向けての政府の動向



政策パッケージ
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荷待ち時間、荷役時間を減らすことが必要
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※荷待ち時間がない運行についても、荷役時間（積卸し時間等）は発生する。
出典：国土交通省「トラック輸送状況の実態調査（令和2年度）」

荷待ち・荷役作業等時間原則２時間以内ル－ル

→規制的措置の導入



物流問題で考えるべき事項

荷が集まる市場と荷が集まらない市場に二極化

転配送等が多くなる可能性

拠点市場に貨物車が集中し、混乱する可能性

拠点市場での荷役作業が混乱

→荷役、転配送の仕組づくり

→拠点市場以外へのネットワーク

 トラック予約受付システムの全市場での導入

パレット循環体制の導入
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